
絵画・彫刻・工芸の訓査

1969年度美術工芸研究室の調査　２

　南都仏教絵画の研究　　昨年度にしヽきっづき，中欧の山都仏教ど泗に南都高削像とに主眼を

おいて訓告研究をお二なっΛ二。本年度に調告レヒ主な寺社によレ奈良東大寺・薬府か・法隆

寺・酉大寺・植槻社，神奈川称行寺・光明万，京邪詰丿京寺，大阪久米田く卜ょどがある。

　二の也文化庁の指定およひ雅理･社業に関連して，奈良薬師寺，京都醍剛寺・束福寺・教

王護国寺の諸∩漕』にっ卜て調査研究をお二･なった。。

　堂塔壁画の研究　　わが国絵画史のなカご卜重要な一面をしめる壁画の図像と技法につレヽて

調査をお二な卜，同時に文化庁のお二万引億写事業の基礎資料の整面に資するもので，本年

度は，模写中の大分富社寺大堂二つ卜て，同寺および京都堂本家の堂本に|]象座写図の調査を

お二なった。その也修理中の京都大原三千院内部とくにその舟玖天井と来迎野についての

調告をおこなったｃ

　仏像納入文書の調査研究　　咋年贈]につづ卜て，奈良円I氏寺南無仏太了像・伝香寺南無仏太

子像・金判L｢寺金剛力士像・聖徳太｣'･師・内大jj釈迦故|来像レ京都ﾂﾞ｣徳院阿弥i佃如来像・法

園寺釈迦如来像，岐阜安国寺瑞巌和尚像に良野｣よ謳昌ﾔ堂レイ|丙良刊象・八坂藤尾観音堂千

千観音配福井意星寺干于観音鼠滋夕Iび争信寺坦薗と菩μ砿佐賀高城万円銘紳顔I府妬二つして

調告し，これによって本研究の訓告段階をほぼ終了した。

　南都造像史の研究　　|‾|ド円仏二継続してノ｣[LI:I:の南都に川十る仏師にかんして検討し，奈良

長岳割呵弥陶如来像をけじめ，]こ弓寺・旧∩米密寺・品善九大分永興寺などの諸像を調査

するとと仏二，奈良法隆寺の夢殿・｣也蔵堂・護摩堂・北判完・宝珠院，薬師価M堂々どの諸

像についても調査した。

　写真測量による仏像実測調査　　奈良法|涯寺,溝堂薬師如来像・長岳寺阿弥咆如来像・円成寺

大日如来像・薬師寺聖観音剛京都広隆寺講堂阿弥晦如来副二ついて，写真測量による実測

調査をおこない，主として頭部(ＯＡＥ所所)の図化によって，時代別基準作例の様式比較を

試八だ。

　その他の彫刻調査　　奈良丹生川上神社，京伺けく波羅蜜寺=・舞鶴円|賜寺・舞嶋万願寺の依頼

によってい各社寺の諸像の調査をお二たった。

　工芸作品の作風と技術展開の研究　　本年為よこ染織分野に限り，友即染をと凪ちげて，祖形と

技術の展開を研究し，まΛ二更紗染や琉球の紅閲と比較し，史料を幣節レケ，

　能装束の研究　　江戸時代における大行家に蔵された能装束,淵介の一環とＬで，まず陥前
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